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1　 序 説

1-1　 はじめに

　本稿の目的は,南 太平洋に位置するフィジー諸島共和国における,協 同組合運動の実践 を検

討することにある。事例 として,フ ィジー西部,ヴ ィティレヴ島南西部に位置するナンロガ ・

ナヴォサ(Nadroga/Navosa)地 方で,1961年 から活動を繰 り広げていた協同組合集団ブラ・タ

レ(Bula　 Tale)に 着目する。

　フィジー諸島は,ヴ ィティレヴ島を東西に分断す る形で言語や土着の政治体系の点に置いて

差異が存在 している。東部では早 くから社会組織の階層性 を発達させてお り,同 地方の首長層

はイギリスの植民地政策 とうまく歩調 を合わせ ることができた。ことに1874年 大英帝国の植民

地化以降,東 部の 「伝統的」政治制度が,問 接統治におけるフィジー人の 「伝統的」あ り方と

して参照 される傾向が強 く,階 層性の発達 していなかった西側のフィジー社会は反対に制度上

不利な立場におかれることとなった[Durutalo　 1985]。 また,フ ィジー人に対 して 「伝統的」生

活に縛 り付 ける保護主義的な政策 を施行 した一方,植 民地政府は,植 民地フィジーの経済基盤

を安定化 させる必要性か ら,1879年 から1916年 にかけて,イ ン ド人をサ トウキビプ ランテーショ
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図　フィジー,ビ ティレヴ島一 言語上の東西の分断線一

(Freeman[1986:10]よ り作 成)

ン に お け る契 約 労 働 者 と して 導 入 して い っ た。

　 本 稿 で取 り扱 う1960年 代 の 時 点 にお い て も,フ ィ ジ ー 人 は依 然 と して こ う した制 度 的 枠 内 に

お か れ て い た 。む しろ,東 部 フ ィ ジー の 大 首 長 の 家 系 に連 な る フ ィ ジー 人 ラ トゥ ・ス ク ナ(Ratu

Sukuna)の 指 導 の も と,1940年 代 半 ば か ら間 接 統 治体 制 の 改 変,こ と に フ ィ ジー 人 を 管 轄 す

る フ ィジ ー 人 行政 部(Fijian　 Administration)を 改 良 して フ ィジ ー 人 担 当 局(Fijian　 Affairs

Board)を 設 置 し,フ ィ ジ ー人 の 高 位 首 長 で構 成 さ れ る大 首 長 会 議 の 権 益 拡 大 を施 す な ど,「 伝

統 」 に よっ て 束縛 す る とい う方 向性 は強 化 され た とい え る。 そ の 結 果,フ ィ ジー 人 を経 済 開 発

の 波 に直 接 さ らす べ きで は な い とい う政 策 は継 続 した。 一 方,イ ン ド人 は サ トウ キ ビ産 業 の 成

長,成 熟 の 恩 恵 を被 り,1960年 代 に は フ ィ ジー にお け る経 済 的 足 場 を次 第 に 固 め て い っ た 。

　 ブ ラ ・タ レ とは,東 部 寄 りの植 民 地 行 政 の な か,イ ン ド人 な ど に比 して フ ィ ジ ー人 の経 済 的

遅 れ が 一 般 的 に 認 識 さ れ だ した1960年 代 とい う時 代 に,西 部 フ ィ ジー の 人 々 が 展 開 した協 同 組

合 運 動 で あ る とい え る。 ブ ラ ・タ レ は,み ず か らの 伝 統 を改 変 す る とい うい わ ば生 活 改 善 運 動

を実 践 して お り,一 時 期 こ う した特 異 な活 動 を 「共 産 主 義(Komiunisi)」 と して規 定 した と い

う興 味 深 い歴 史 を有 して い る。 しか る に こ の運 動 を取 り扱 っ た 先行 研 究 は,驚 くほ ど少 な い 。

1970年 に メ ソデ ィス ト派 の牧 師 ナ イ ヴ ォラ シガ[Naivolasiga　 1970]が,プ ラ ・タ レの生 活 に関

す る簡 潔 な調 査 報 告 を残 して い る他 は,デ ュル タ ロ[Durutalo　 1985]や トー マ ス[Thomas　 1997]

が 多 少 触 れ て い るの み で あ る。 フ ィ ジー の 歴 史 を包 括 的 に取 り扱 っ た ラル[Lal　 1992]の 著 作 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1)
なかで も挿話的に言及 されるのみで,十 全な検討の対象 になったことはない。

　そのため,本 稿ではブ ラ ・タレの活動初期,ブ ラ ・タレという特異な協同組合集団の実験的

実践が当時のフィジー社会 にどのように受け入れ ちれたのかを記述,検 討 してい くことか ら始
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めたい。はじめに,ブ ラ ・タレの生 まれる背景 としてあったフィジーへの協同組合運動の導入

過程に触れた後に,ブ ラ ・タレの 「共産党宣言」が周辺社会にどのように受けとめられたのか

を本稿の中心的課題 として記述 してい く。そのうえでブラ ・タレが周辺社会 との衝突 を経 て組

織分裂を起こし,さ らには出身村落から追放 されるに至った歴史的過程について追跡 していき

たい。そ して最後 にブラ ・タレがたどった顛末 と実践からみえて くる,当 時のフィジーがおか

れていた時代的,地 政学的制約について指摘する。

1_2　 フィジーと協同組合運動　　開発 と伝統 という問題

　フィジーに組合運動が具体的に導入 されだ したのは,協 同組合 に関する法が制定された1947

年以降のことであった。協同組合活動 を通 じて開発されるべ き対象として認知されたのは,他

の民族集団に比 して特 に経済発展の遅れが明自となりつつあったフィジー人であった。

　協同組合方式が植民地政府側 に着 目された最大の理由は,組 合 というものがフィジー人社会

の特徴 と同 じく 「共同性(communal)」 を軸に組織 されているので,組 合 という回路を通 じて

であれば,上 から発展のあ り方を押 しつけることなく経済成長 を果た していけることが期待さ

れたからであった。いわばこうした土着的なるものを生か した,伝 統 を通 じた発展 と要約 し得

る考え方が,社 会の各層か らの幅広い支持を獲得で きた理由の一つであろう。ブライアン ・ブ

リース トン(Brian　Freeston)総 督 は,1948年 フィジー人の高位首長で構成される大首長会議の

場で協同組合について太鼓判 を押 した。フ ィジー人は 「本能的に協同する個人」であり,協 同

組合 とは 「フィジー人の共同的行動様式(Fijian　communal　 method　 of　doing　things)の 現代的

適応であるとさえ言い得るものではなかろ うか」[Council　Paper　1949　no.14:14]と 賞賛 した。農

業官ハーヴェイ(Harvey)も 同年に,「適切な指導 と助力を授 ければ,そ れ(協 同組合のこと)

は,フ ィジー人の社会的,経 済的構造 とうま く噛み合 うことが可能であろう」[ibid.]と 述べて

いた。

　重要なことは,協 同組合の組織形態にフィジー人の伝統的な共同的労働のあ り方 との類似点

を看取するこうした発想が,何 も西洋植民地主義的思いこみだけでもなかったという点である。

1950年 代のフィジー人を代表 した政治家ラ トゥ ・スクナも協同組合の導入に肯定的であった し

[Spate　1959:55-59],農 村で生活 しているような平民層のフィジー人にも,協 同組合運動が熱

狂的に迎え入れられていった様 をうかがうことがで きる[Council　Paper　1950　no.22:2]。

　 しか し,フ ィジー東部島嗅部に位置するラウ(Lau)な どといったコブラ生産域の一部 を除

けば,協 同組合の多 くは順調な発展 をとげていかなかった[Knapman　 1975:4-22]。 共同的な

生活のあ り方は,個 人のイニ シアティブを押 さえつける要因 ともなった し,責 任の所在 を曖昧

にし組合経営の散漫化へ とつながつ ものであると,政 府の期待 を裏切 る結果 となった[Council

Paper　1950　no.22]o

　このため,1960年 代前後からフィジー社会の資本主義社会への参入という問題 は,別 の角度
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からも検討されてい く。たとえば,ス ペイ ト報告[Spate　 1959],バ ーンズ報告[Burns　 1963]の

両報告書は,と もに従来の共同的な制度を通 じた発展の方向性から距離をおき,フ ィジー人独

自の伝統的束縛を緩和 し,個 人主義的企業家を支援,育 成 してい くことを唱道 した。以降,60

年代,70年 代 に発表されたフィジーの開発をめ ぐる研究 もほぼ同じ論旨を別の視点か ら繰 り返

している[cf.　Nayacakalou　 1978　Beishaw　1964,　Watters　1969]。

1-3　 ブラ ・タレの実践一 ラディカルな生活改善運動

　本稿で扱 うブラ ・タレは,前 節で述べた植民地政府による協同組合運動の推進過程の もとで,

みずか らの生活改善のために伝統的な慣習の負荷 を軽減す ることを試みた協同組合集団である。

その意味で,む しろ上記両報告書に記載 された処方箋をある程度自主的に実践 しようとした集

団であったといえる。ブラ ・タレとは再生,生 まれ変わ りを意味するフィジー語で,人 口の大

多数 をキ リス ト教徒が占めるフィジー人には 「イエスの復活」 をも強 く喚起 させ る言葉である。

　ブ ラ ・タ レの人 々は1961年 か らア ピメ レキ ・ラマ タウ ・マ タカ　(Apimeleki　 Ramatau
　　　(2>
Mataka)を 指導者 として,フ ィジー人の再生 をめざ したラディカルで農本主義的な生活改変を

実践 した。具体的にはフィジーの伝統 とされる諸儀礼 を廃止 または簡略化 した。たとえば,こ

れまでのように長期 にわたりかつ多大な金銭 を要する婚姻,葬 儀のプロセスは大幅に簡素化さ

れた。フィジーではそれなしでは多 くの儀礼が進行 さえままならない伝統的な交換材であるタ
　　　　　 (3)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4)
ンプア(tabua)を 棄却 し,フ ィジー文化の要であるカヴァ(kava)の 飲用 も禁 じられた。

　厳格な労働倫理が求められ,ブ ラ ・タレの活動 していた時期にはすでに 「フィジー的伝統」

の一部 としてフィジー人のあいだで受け入れられていたキリス ト教的実践に反 して,日 曜日に

働 くことも厭わず,人 々は日常生活をタイムテーブルで定め られた労働サイクルに従っていた。

日常生活においても酒,タ バコといった嗜好品を用いることが禁止 された。また,共 同性が推

奨され,人 々は労働の際にも一緒になって働 くことがすすめ られた し,衣 服が共有 されるなど

特定の私有財産は禁止 された。さらにブラ・タレに所属する子供 を通常の学校へ送 らず,コ ミュ

ニテ ィ内で教育を行っていた。こうした生活様式は農村部で生活する平均的なフィジー人の想

像の枠を越えた,彼 らにすれば,「 ブラ・タレの奴 らはフィジー人ではない」という類のもので
　 (5)
ある。

　プラ・タ レの実践 した伝統生活の組み替 えは,「伝統」的束縛を緩和するという意味でスペイ

ト,バ ーンズ両報告書の推奨する路線 に従 っているようにみえつつ もそれ を逸脱 したもので

あった。興味深いことに,両 報告書 と異なりプラ ・タレは,伝 統の改変を一義的に個人主義の

導入へ とつなげ ることな く,い わば伝統的共同性 とは異質の共同性 を生み出すような活動で

あった。さらに,ブ ラ ・タレはみずからのこうした実践 を 「共産主義」 とみな した点 も,こ の

組合のその後の展開にとって見逃すことのできない影響 をもった。
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2　 「共産党宣言」をめ ぐる混乱

2-1　 ブ ラ ・タ レの 誕 生

　 さ て,ブ ラ ・タ レ は,先 行 した タ ンヴ ァニ ヴ ォ ノ協 同組 合(Tabanivono　 Co-operative)な ど
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (s)

が そ の活 動 を終 え た の と入 れ 替 わ りに活 動 を始 め て い た[Naivolasiga　 1970]。 プ ラ ・タ レ と い う

名 称 で正 式 に活 動 を 開 始 した の は1961年1月10日 の こ とで,ヴ ィテ ィ レ ヴ 島 南 西 部 ナ ン ロガ ・

ナ ヴ ォサ 地 方 の トゴヴ ェ レ(Togovere),カ ン ビ シ(Kabisi),エ ム リ(Emuri),ヴ ァ ガ ン ラ

(Vagadra)の4村 を 中心 と して い た。

　 先 節 で 触 れ た特 異 な 生 活 改 変 の あ り方 は 人 々 の 耳 目 を引 く もの で あ っ た ら し く,組 織 の 結 成

後,さ っ そ くメ デ ィア に紹 介 され た 。 フ ィ ジー 語 で 発 行 さ れ て い た地 元 紙 『ヴ ァカ レ レ ワ ・二 ・

パ シ フ ィカ(Vakalelewa　 ni　Pasifika}』1961年7月13日 付 け に ブ ラ ・タ レ は取 り上 げ られ て い る。

全 国 紙 の 『フ ィ ジー ・タ イ ム ズ』 に ほ ぼ 同 内 容 の 記 事 が掲 載 され た の は8月12日,ブ ラ ・タ レ

協 会(Bula　 Tale　 Association)と い う名 の 協 同組 合 運 動 と い う扱 い で あ っ た。

　 植 民 地 政 府 側 の 関 心 も引 い た ら し く,フ ィ ジー 人 担 当 局 か ら コメ ン トが 出 され た。 フ ィ ジ ー

人 担 当局 とは植 民 地 フ ィ ジー の 分 割 統 治 体 制 に お い て フ ィ ジ ー 人 を管 轄 すべ く1944年 に 設 立 さ

れ た 行 政 機 関 で あ っ た。こ の機 関 は,政 治 家 ラ トゥ・ス ク ナ の 指 導 の も とフ ィ ジー 人 に よ る フ ィ

ジー の 政 治 を行 う と い う意 味 で 実 質 的 な 間 接 統 治 体 制 を完 成 させ た 制 度 で あ る とい え る[Scarr

1980;La11992:137-138]。 時 の 同 局 副 長 官 ラ トゥ ・カ ミセ セ ・マ ラ(Ratu　 Kamisese　 Mara)は,

後 に フ ィ ジ ー の 首相,大 統 領 の 座 を歴 任 して フ ィ ジー 近 代 を導 い て い く政 治 家 で,フ ィ ジー 東

部 ラ ウ諸 島 出 身 の 大 首 長 で も あ っ た。1958年 に逝 去 した ラ トゥ ・ス クナ の 跡 目 を継 ぐフ ィ ジー

人 を代 表 す る 人物 と して の認 知 を,彼 は 受 け始 め て い た。

　 この 時 点 で の政 府 見 解 とメ デ ィア で の 報 道 は,後 の 騒 動 を考 え あ わ せ る とブ ラ ・タ レに対 し

て意 外 な ほ ど宥 和 的 で い た ず らな セ ンセ ー シ ョナ リズ ム を廃 した もの で あ っ た 。 自身 ブ ラ ・タ

レの指 導 者 で あ るア ピ メ レキ ・ラマ タ ウ と直 接 の 面 談 を済 ませ,ブ ラ ・タ レに つ い て の基 礎 的

な情 報 を入 手 して い た フ ィ ジー 人 担 当 局 副 長 官 ラ ト ゥ ・マ ラ に とっ て,彼 らの活 動 内容 で特 に

問題 とす べ きこ とは な か っ た と思 わ れ る。 そ もそ もブ ラ ・タ レを監 督 す る役 割 に あ た る,ナ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (7)
ロガ ・ナ ヴ ォサ の 代 理 ロ コ ・トゥイ ・ナ ン ロガ(Roko　 Tui　 Nadroga)も,事 前 にア ピメ レ キ ・

ラマ タ ウ と何 度 か 面 会 を して お り,ま た ブ ラ ・タ レ側 と も連 絡 を取 りあ っ て い た の で あ る[FT

8/15/1961],

　 そ の う えで ラ トゥ ・マ ラ は,ラ マ タ ウ が残 して い っ たブ ラ ・タ レ定款 を検 討 し,植 民 地 の 規

則 に抵 触 しか ね な い法 律 上 の 諸 点 につ い て,修 正 す べ き箇 所 を助 言 した 。 そ して,ラ マ タ ウ に,

協 同組 合 関 連 の規 則 を研 究 す る と同 時 に協 同 組 合 の 登 録 吏 と相 談 す る よ う強 く助 言 した。 な ぜ

な ら,す で に政 府 側 で 用 意 さ れ て い た協 同組 合 とい う枠 組 み を用 い た 方 が,ブ ラ ・タ レ側 が 自
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主 的 に考 案 した定 款 よ り も,発 展 へ の い っ そ うす ぐれ た足 が か りを ブ ラ ・タ レ に提 供 し得 る と

彼 に は思 え た か らで あ った 。 そ して ブ ラ ・タ レの 目的 は,い わ ば経 済 開 発 に あ るの だ か ら,ブ

ラ ・タ レを 頭 ご な しに 押 さ えつ け よ う とす る の で は な く,現 行 の法 に従 っ て活 動 を進 め る よ う

指 導 に努 め るべ きで あ る と地 方 長 官 の側 へ も助 言 した[ibid.]。 少 な く と もプ ラ ・タ レ定 款 に 目

を通 して,ラ マ タ ウ と も面 会 して い た 副 長 官 ラ ト ゥ ・マ ラ にブ ラ ・タ レ に対 す る警 戒 心 が み ら

れ な か っ た 点 は注 目に値 す る。 つ ま りブ ラ ・タ レ は あ ちた な 生 活 様 式 を希 求 して独 自の 特 殊 な

規 則 に従 う集 団 で あ っ た と して も,そ の 活 動 を禁 止 させ る必 要 が あ るほ どの 存 在 と政 府 側 に 認

知 され て い な か っ た の で あ る。 ラ マ タ ウ 自身 も,こ の 時 点 で はプ ラ ・タ レ を共 産 主 義 集 団 と明

確 に規 定 す る こ とは な か った 。

2-2　 「共 産 党 宣 言 」

　 しか し,1961年8月24日,プ ラ ・タ レ集 団 の 運 命 を180度 転 換 させ る事 件 が 起 こ る。 ラマ タ ウ

は み ず か らの 協 同 組 合 活 動 の 内容 を 「共 産 主 義 」 と して 積 極 的 に規 定 し出 した の で あ る。 そ し

て,ラ マ タ ウ は フ ィジ ー ・タ イ ム ズ に お もむ き,協 同 組 合 の 名 称 を ブ ラ ・タ レ協 会 か らブ ラ ・

タ レ共 産 党(Bula　 Tale　 Communist　 Party)へ と変 更 し,み ず か らの 集 団 を共 産 党 で あ る と宣

言 した。

　 ブ ラ ・タ レ共 産 党 は,「 理 念 及 び 実 践 に お い て共 産 主 義 的 」 で 植 民 地 政 府,フ ィ ジー 人 行 政 部

に つ ぐ 「第 三 の 政 府 」 で あ る と主 張 し,「 も し皆 の 生 活 を よ くす るの が 共 産 主 義 で あ るの な ら,

何 が い け な い 」 と断 言 した[FT　 8/25/1961]。 この 「共 産 党 宣言 」 は,全 国 紙 で あ る 『フ ィ ジー ・

タ イ ム ズ 』 で 発 表 さ れ た 。

　 発表 後,こ の 「共 産 党 宣 言 」 を支 持 す る人 々 が あ らわ れ た 。 た とえ ば,フ ィ ジー 在 住 の イ ン

ド人 プ リタ ム ・シ ン(Pritam　 Singh)は,フ ィ ジー の 歴 史 上 お そ ら くは じめ て,フ ィ ジ ー人 の な

か か ら生 活 水 準 向 上 を め ざす 試 み が 出現 した と,ブ ラ ・タ レ に感 嘆 の 意 を表 した6そ して,彼

らに対 す る助 力 を惜 し まな い と述 べ た[ibid.]。

　 フ ィ ジ ー 人 の な か に も同調 者 が 出現 した 。 た とえ ば ヴ ァヌ ア レ ヴ(Vanualevu)島 ザ カ ウ ン

ロベ(Cakaudrove)地 方 の組 合 主 催 者 で あ るエ セ カ イ ア ・ボ ラ ボ ラ(Esekaia　 Bolabola)は,

ブ ラ'・タ レ共 産 党 へ の 完 全 な る支 持 を表 明 した。 彼 に よ る と,1874年 大 英 帝 国 に フ ィ ジ ー が割

譲 され て か らフ ィ ジ ー人 は,「 現 行 の 時代 遅 れ で 無 秩 序 な フ ィ ジ ー 人 行 政 部 の 被 害 」[ibid.]に さ

ら され て きた 。 現 在 フ ィジ ー 人 は,こ う した 状 況 か らの 変 化 を何 よ り必 要 と して い るの で 「も

し共 産 主 義 が 我 々 の 面 して い る問 題 へ の 解 答 で あ るな らば,ぜ ひ,実 現 させ て み よ う」[ibid.]

と率 直 に語 っ た 。 フ ィ ジ ー東 部 ラ ウ地 方 の ラ イ テ イ ア ・サ イニ(Laitia　 Saini)も,ブ ラ ・タ レ

の 指 導 者 を讃 え,「 ア ピメ レ キ の して い る こ とが 『共 産 主 義 』 あ る い は何 らか の 『主 義 』 で あ っ

た と して,何 が い け な い の だ 」[ibid.]と 断 じた。

　 以 上 の 言 説 か ら,ブ ラ ・タ レの 活 動 が,フ ィ ジ ー で の 生 活 改 善 の 試 み と して,民 族 を 問 わ ず
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少なくとも一部の層から共感 をもって受け入れ られたことがわかる。 また,ア ピメレキ ・ラマ

タウの共産主義 というテーゼが,必 ず しもイデオロギーへの共感ではな く現状の リーダーたち

の実行力欠如や非効率 さに対する批判 として,一 定の見解 と支持をえたことが うかがえる。

2-3　 ブラ ・タレへの反発

　 しか し共産主義 という言葉は,冷 戦下の国際政治の力学下 におかれた当時のフィジーにおい

て,多 大なる反発 を生み出していった。おそらく私有財産の共有化 といったプラ ・タレの実践

や理念の一部 に着 目して,ラ マタウは共産主義 という言葉をひね り出したのであろう。 ともあ

れ,こ の言葉がいったんメデ ィアに登場す るや いなや ラマタウがこの言葉に込めていたであろ

う共同での生活改善 というニュアンスや思いはそぎ落 とされ,共 産主義 というレッテルだけが

一人歩きを始めたのである。結果 として 「共産党宣言」は各界に多大な波紋 を広げてい くこと

になった。

　たとえば,フ ィジー人協会(Fijian　Association)執 行部 は,フ ィジー連合 と 「フィジー人及

びロ トゥマ人固定資産税納付者協会(Fijian　and　Rotuman　 Ratepayers'Association)」 の連名

で声明を出 した。フィジー人協会 とは1956年 に結成 された会で,1970年 の独立以降およそ20年

にわたりフィジーの政治を牽引 していくことになる同盟党の前身にあたる。フィジー東部の大

首長の家系に属するラトゥ ・エ ドワー ド・ザコンバウ(Ratu　 Edward　 Cakobau)を 総裁 にいた

だき,フ ィジー人中心で構成 された同組織はいわば,名 実 ともにフィジーの保守本流であった。

　彼らの声明によると,「アピメ レキ・ラマタウ・マタカは貴紙のコラムを通 じてナンロガ地方

の4村 落が,彼 の指導の もと 『共産主義者』 になったと主張 している。本協会は,留 保す るこ

となく,フィジー人の一般的な見方にそわない方向へすすんでい くことを非難する」。また,我 々

協会は 「過去 における同様 な数多 くの運動についても知ってお り,コ ミュニティにおいて非道

徳的な影響力を及ぼす人が,無 知な人 を搾取することもしば しあった」[FT　 8/26/1961]と 手厳

しく批判 した。

　フィジー人教職員協会(Fijian　 Teachers　 Association)の 総裁,サ キアシ ・ソヴァニヴ ァル

(Sakiasi　Sovanivalu)は,ア ピメ レキによって表明された共産主義への希求がご く一部のフィ

ジー人の要求 にす ぎないと断 じた。その うえで 「こうしたフィジー人は共産主義的な生活につ

いて行 き届いた理解 をしている訳ではない」し,「協同組合は共産主義 とみなされた り,混 同さ

れたりするべきではない。共産主義 とは我々自由を愛する人民には相容れない」[ibid.]と コメ

ントした。

　追い打ちをかけるように 『フィジー ・タイムズ』 も 「別の道 に目を向けよ!」 と題 された社

説でブラ ・タ レに無関心な態度 を示すべ きでな く,危 険な方向へ突 き進む前に何 らかの対策 を

講 じるべ きであると示唆 した[FT　 8/28/1961]。　　　　　　　　 ・

　反共産主義的なこうした言辞は,当 時の一般人にも存在 していたと思われる。たとえば,ス
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ヴァ在住のフィジー人は,わ たしたちはみなこの組合に嫌悪 を感 じてお り,こ うしたフィジー

人に前例のない運動は,「わた したちの名前を汚すことになる」と述べていた[VP　 8/31/1961]。

　 さらに,フ ィジー国内における西部の小村の問題ではないとばか りに,太 平洋地域一般の情

報提供雑誌 として評価が高い 『月刊太平洋諸島(Pacific　Islands　Monthly)』 まで もが,ラ マタ

ウの活動をフィジーにおける共産主義集団の登場として写真入 りで紹介 した[PIM　 September

1961]。 これに反応 したのかニュージーランドの議会では,無 視できない国際問題 でもあるかの

ように,「太平洋には赤がいる」 との発言がされるに至った[PIM　 October　1961]。

　 加熱 し続 ける報道のなかで,フ ィジー政府の報道官は例外的に冷静な対応 をしていた。新 し

いのは共産党 と宣言 したことだけで,ブ ラ ・タレの活動内容 自体はさほど目新 しくはないとコ

メン トしたのである。そ して,上 節で述べたラトゥ・マ ラの見解 を支持 し,プ ラ ・タレ共産党

の無害さを繰 り返 した[FT　 8/26/1961]。

2-4　 ブラ ・タレ側の対応

　 こうした各界の過剰な反応に衝撃 を受けたのはむ しろブラ ・タレ自身の方であったと思われ

る。 ラマタウはさっそ く前言を撤回あるいは修正するコメン トを出した。彼にとって共産主義

の定義 とは 「共同体に財産が帰属 してお り,メ ンバーは,各 自の能力に応 じて働 き,各 自の欲

求に応 じて受 け取 る」[FT　9/2/1961]と いった 「ゴーダ綱領評註」の一節を思わせるが,素 朴な
　　　　　　　　(8)
ものにす ぎなかった。

　 また,ブ ラ・タレ共産党の 目的は,「私有財産 という外来の教義か らフィジーを伝統的な共同

的所有へ と戻す」[ibid.]こ とを意味 した伝統主義的 とも呼び うるものであ り,共 産主義 という

標語はかかる事態を表現 しかつ人々を驚かせるために便宜上使用 したにすぎないと,ラ マタウ

は主張 した。そ して,当 然のことなが ら海外で活動 している共産主義や国際的な政治運動 とは

何 ら関係がな く,す でにナンロガの村落で実践 されている原理 をフィジー各地に広げたいだけ

であった,と 述べている[ibid.ユ。

　 ラマタウによれば,ブ ラ ・タレの活動 には宗教行為 を否定するようなことはまった くない。

ラマタウ自身キリス ト教を信仰 しているし,私 有財産の否認に関 していえば,初 期キ リス ト教

ではどのような私有財産をも承認 しなかったはずであるというのが彼の言い分である。すなわ

ちフィジー人に共産主義者はいない し,ブ ラ ・タレが行っているのは 「協同組合的企業」にす

ぎないというのである[ibid.]。この発言が各界か らの批判 を交わす口実にす ぎないのか,あ る

いはラマタウの本心であったのかは,判 断が分かれる点であろう。

　む しろここで指摘 しておく必要があるのは,ブ ラ ・タレ協同組合会員すべてが,ラ マタウの

「共産党宣言」に賛意を表 している訳ではなかった点である。1961年8月 に,合 計8人 にも及

ぶブラ ・タレのメンバーの連名で出された 「ブラ ・タレの声」 と題 された短い文章で,ブ ラ ・

タレが結成 されるに至る歴史的展開をスケッチ した後,同 運動の目的を彼 ら自身の言葉で語っ
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て い る。 こ こ に は,ラ マ タ ウ の 言 説 に み られ た よ う な共 産 主 義 の 影 は ま った くみ あ た らな い。

フ ィ ジー 人 が,現 実 社 会 の 変 化 に う ま く適 応 して い な い の は なぜ か と真 摯 に 現 実 の 困難 に向 き

合 い,「死 ん だ 状 態 か ら再 度 立 ち上 が り,あ らた な世 界 へ 向 け て 自由 の た め走 る」[VP　8/31/1961]

の だ と決 意 表 明 して い る。「古 い 世 界 の重 荷 か ら人 間 を解 き放 つ こ とが 目的 だ 。金 銭 や 物 品 が 必

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (9)

要 と され て い る の で は な い 。魂 だ けだ 。思 いや りとい う こ と にお い て 我 々 は一 つ に なれ るの だ 」

[ibid.]と ブ ラ ・タ レ集 団 の あ り方,思 想 を述 べ て い る。

　 こ う した ブ ラ ・タ レの メ ンバ ー の 発 言 を踏 ま え た うえ で,「 共 産 党 宣 言 」 を め ぐる騒 動 を見 直

して み る と,ラ マ タ ウの 発 言 に不 注 意 な 部 分 が あ っ た こ とは さ て 邦 き,や は りメ デ ィ ア で ふ く

らま さ れ た と い う印 象 を,我 々 は ぬ ぐい 去 る こ とは で き な レ㌔ ブ ラ ・タ レ の活 動 内 容 だ け に 目

を凝 ら して み れ ば,彼 らの 生 活 規 則 自体 が 特 殊 で あ った こ と に は違 い な いが,フ ィ ジー の歴 史

に お い て 前例 が な か っ た訳 で は な い。 た と え ば フ ィ ジー 東 部 に位 置 す る タ イ レヴ で は す で に ダ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (io>

ク(Daku)と い う運 動 が 先 駆 け て 行 わ れ て い た し,他 に 幾 例 も存 在 して い る。

　 ま た,メ デ ィア の な か で ラ マ タ ウ の ム ハ ンマ ド ・ トラ との 交 友 が 意 味 あ りげ に取 り沙 汰 され

た こ とな ど も,ブ ラ ・タ レ に 悪 い 印象 を与 え る効 果 が あ っ た。 当時 ム ハ ンマ ド ・ トラ は暴 力 革

命 を 信 奉 す る 労 働 組 合 員 と して 知 られ,1959年 に 彼 が 参 加 し た ス ヴ ァ で の 石 油 関 連 の 組 合

(Wholesale　 and　 Retail　General　 Workers'Union)に よ る暴 動 ス トラ イ キの 記 憶 は まだ 人 々 に

生 々 し く残 っ て い た。 この 暴 動 で は分 割 統 治 的 の 原 則 を破 りフ ィ ジ ー 人 の ム ハ ン マ ド ・ トラ と

イ ン ド人 の ジ ェイ ム ズ ・ア ン ソニ ー(James　 Anthony)の 両 者 が,民 族 の 垣根 を越 え て 協 力 した

こ とが,植 民 地 政 府 側 に は衝 撃 を もっ て迎 え られ た事 件 で あ っ た 。 ま た,ム ハ ン マ ド ・ トラ は

フ ィ ジー 人 で は 希 有 な イ ス ラ ー ム へ の 改 宗 者 で,こ う した 彼 の 宗教 的 立 場 は先 に触 れ た 経 歴 に

加 えて,ブ ラ ・タ レ に対 す る世 間 の 不 安 を助 長 させ た[Lal　 1992:165-169;Council　 Paper　 1960　no.

10],

3　 ブ ラ ・タ レの分 裂

3-1　 ブラ ・タレからラミへ

　 しか しラマタウの応答 にもかかわ らず,一 度煽 られたブラ ・タレに対する恐怖心,猜 疑心は

容易にしずめることができなかった。ブラ・タレ協同組合は,「共産党宣言」以降外部社会か ら

の様々な圧力にさらされてい くことになる。

　まず,1961年9月6日 水曜 日,ナ ンロガ ・ナヴォサ地方を管轄する役人からの訪問,監 査を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (11)受

けた 。 彼 らは ブ ラ ・タ レが 設立 され,活 動 の 中心 地 で あ っ た4村 落 を巡 回,視 察 した 。 視 察

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (12)
の メ ンバ ー は,ヨ ー ロ ッパ 人2名,フ ィ ジー 人2名 の4人 か ら な っ た[FT　 9/8/1961]。 そ もそ も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (13)
ブ ラ ・タ レが ナ ン ロガ ・ナ ヴ ォサ地 方 で 市場 を開 い た際 に は,こ の ナ ン ロ ガ ・ナ ヴ ォサ の ロ コ は

もち ろん,同 地 方 の 大 首 長 力 ・レヴ(Ka　 Levu)の 係 累 が 参 列 して い た とさ れ[VP　 8/31/1961],
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この 来 訪 もブ ラ ・タ レの 活 動 の 実 状 を視 察 す る こ と を 目的 と した お だ や か な来 訪 で あ っ た と思

わ れ る。

　 さ らに,9月 中 旬 に,ブ ラ ・タ レの リー ダ ー,ラ マ タ ウ が ナ ンデ ィ空 港 に お い て侵 入,放 浪

の廉 で 逮 捕 され た[FT　 9/19/1961]。 ラマ タ ウ は ナ ンデ ィ空 港 で働 い て い た友 人 と会 う た め に空

港 に 出向 い て い た だ けで あ り,ま わ りの 「共 産 主 義 者 」 に対 す る警 戒 心,過 剰 な まで の 反 応 ぶ

りを うか が う こ とが で きる。

　 ま た,み ず か らの 子 供 た ち を学校 へ 送 らな い とい うプ ラ ・タ レの 規 則 も蹟 きの石 とな っ た 。

1961年11月 ブ ラ ・ラ レ は,メ ンバ ー の 子 供 を学 校 に 送 らな か っ た こ とか ら端 を発 して,区 立 セ

モ 学 校(Semo　 District　School)の 教 員 と対 立 した 。1961年9月25日 あ た りか ら,総 計43名 に の

ぼ るブ ラ ・タ レの 子 供 た ち は学 校 に 出席 しな くな っ て い た 。 不 登 校 の 理 由 に つ い て ラマ タ ウ は,

金 銭 的 理 由 か ら子 供 た ち を 学校 へ 出 席 させ る こ とが で きな くな っ た との 弁 明 を して い た[FT

11/18/1961]0

　 この 対 立 か ら学 校 とブ ラ ・タ レ は法 廷 の場 で 争 う こ と とな っ た 。 と こ ろ が起 訴 され た ブ ラ ・

タ レの メ ンバ ー 全 員 が,召 喚 状 通 りに 出頭 しな か っ た た め 逮 捕 され た 。 ラマ タ ウ 以 下17名 に及

ぶ ブ ラ ・タ レの メ ンバ ー は,ラ マ タ ウ は ス ヴ ァ で の,他 の 者 は ラ ウ トカ(Lautoka)で の 拘 留 を

経 て,1週 間後 に 開 か れ た 裁 判 の 結 果,全 員 に フ ィジ ー 人 規 則(Fijian　 Regulations)の も と刑

が 課 され た 。 ラマ タ ウ は5ポ ン ドの 罰 金 あ るい は1月 の 刑 務 所 生 活,他 の 者 に は2ポ ン ド10セ

ン トの 罰 金 あ る い は2週 間 の刑 務 所 生 活 が 言 い 渡 さ れ た[FT　 11/18/1961]。

　 この よ う にブ ラ ・タ レを め ぐ る混 乱 が 加 速 度 的 に加 熱 し続 け るな か,ブ ラ ・タ レ は1962年6

月 に突 如,組 織 名 を ラ ミ(Lami)と 変更 し,指 導 者 もア ピ メ レキ ・ラ マ タ ウか らエ モ シ ・ソヴ ェ

(Emosi　 Sove)へ と引 き継 が れ た[VP　 6/7/1962]。 ラ ミと は ヒ ッ ジ を意 味 す る英 語 の ラ ム が フ ィ

ジー 語 化 され た もの で,フ ィ ジー 人 に とっ て 「イ エ ス 」 を象 徴 す る と され て い る。こ こ で は 「ラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (14)

ミの よ うな ロ ロ マ 」 つ ま り,ヒ ッ ジの よ うな 慈 愛 とい う意 味 が 込 め られ て い る。 そ して エ モ シ

た ち に とっ て ブ ラ ・タ レの 中 心 理 念 で あ っ た 「ロ ロマ{loloma)」 に従 っ た活 動 へ と立 ち返 るべ

く動 き出 した 。 現 ラ ミの 信 奉 者 の なか に も,自 らの協 同 組 合 の別 名 を 「愛 の会 　 (Soqosoqo　 ni

Loloma)」 で あ る と話 す 人 も少 な くな い。

　 指 導 者 が 変 更 さ れ た 理 由 は,ま ず,次 節 で 触 れ る よ うな ラ マ タ ウの 政 治 活 動 へ の 転 身 が 考 え

られ る。 つ い で,こ う した ラ マ タ ウの 活 動 と一 定 の距 離 を お き,ロ ロマ を 中 心 と して労 働 を通

じた 生 活 改 善 とい うか ね て の 方 向 性 を 引 き続 き模 索 して い きた い と い う人 々 との あ い だ の 分 岐

が い よ い よ明 白 に な って きた と い う こ とが あ る。 後 者 の 人 々 は メ デ ィ ア,ロ コ ミを通 じて 肥 大

した 共 産 党 と い う負 の イ メ ー ジ を忌 避 し,そ れ を払 拭 す る た め に組織 名,及 び 指 導 者 の 変 更 を

行 った と思 わ れ る の で あ る。
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3-2　 ラマ タ ウ の そ の 後 　 　 ブ ラ ・タ レか ら西 部 民 主 党 の 結 成 へ

　 さ て本 節 で は,ラ ミ と して の そ の 後 の 活 動 をみ て い く前 に 「共 産 党 宣 言 」 の 宣 言 者 張 本 人 で

あ る ラマ タ ウ の その 後 の 足 取 りを た ど っ て お きた い 。 先 に述 べ た よ う にブ ラ ・タ レ は ラ ミへ と

組織 改 変 を経 た 後,ラ ミの 運 営 か ら一 歩 退 い た ラマ タ ウ は,こ れ ま で の村 落 を基 盤 と した ラ デ ィ

ヵ ル な生 活 改 善 運 動 の指 導 者 とい う立 場 に飽 きた らず,よ り積 極 的 に政 治 活 動 へ と足 場 を広 げ

て い っ た。

　 ラマ タ ウ は,1963年 の フ ィ ジ ー にお け る選 挙 を控 え て 党 を結 成 し始 め た 。「共 産 党 宣 言 」か ら

1年 経 っ た1962年8月 ラ ウ トカ に て,フ ィ ジ ー 西 部 地 方 の 地 域 的 ア イ デ ン テ ィテ ィ を前 面 に押

し出 した会 合 が 開 か れ た 。 こ の 参 加 者 の な か に,ア ピメ レキ ・ラマ タ ウ もい た の で あ る。 他 に

はム ハ ン マ ド ・トラ,ラ ト ゥ ・モ セ セ ・ トゥ イサ ワ ウ,副 ロ コ(Roko　 veivuke)の チ ェ レマ イ

ァ ・トゥワ イ(Jeremaia　 Tuwai)な ど名 だ た る メ ンバ ー が 見 受 け られ た 。 そ して,こ の 場 で,

セ ル ア(Serua)地 方 か ら ラ(Ra)地 方 に至 る,西 部 フ ィ ジ ー 人 の た め の あ ら た な 組織 の 設 立 が

目標 とさ れ た[VP　 8/23/1g62]。

　 党 の 形 と して 具 体 化 す るの は1962年9月22日 土 曜 日,党 名 は フ ィ ジ ー 西 部 地 方 へ の 思 い を 込

め て西 部 民 主 党(Westem　 Democratic　 Party)と 正 式 に命 名 され た。 党 首 は フ ィ ジー 西 部 バ

(Ba)地 方 に 位 置 す る ヴ ァ ン ラ ヴ ァ ン ラ　 (Vadravadra)村 出 身 の マ レ リ リ リ ・ラ イ ン ベ
　 　 　 　 　 　 　(15)

(Malelilili　 Raibe)な ど,そ の 名 に ふ さわ し く構 成 員 は フ ィ ジー の 西 側 地 域 か ら幅広 く集 め ら

れ て い た。 後 日開 か れ た役 員 選 出 会 議 で は,激 論 の 末,総 裁 にマ レ リ リ リ ・ラ イ ンベ,そ して

副 総 裁 に ペ ナ イ ア ・ロ コ ヴ ニ(Penaia　 Rokovuni)が 就 任 す る こ とが 決 め られ た。 ラマ タ ウ も副

総 裁 の一 人 と して,会 計 の ム ハ ンマ ド・トラ と と もに役 員 の 一 人 に任 じ られ た[VP　 10/11/1962]。

　 こ の時 点 で は ラマ タ ウ は もは や 共 産 主 義 とい う修 辞 を用 い る こ とをせ ず に,む しろ 西 部 フ ィ

ジ ー人 と して の ア イ デ ン テ ィテ ィ を党 の 目的 の 前 面 に打 ち だ して い た 。 プ ラ ・タ レの 指 導 者 時

代 に は公 表 を はば か っ て い た トラ との 関係 もこ こで は公 の もの とさ れ た 。

　 ラマ タ ウ の 西 部 民 主 党 は順 調 に支 持 基 盤 を広 げ る会 合 を重 ね,1962年11月3日 土 曜 日タ ヴ ア

(Tavua)に て 開 か れ た会 合 で は タ ヴ ア の 大 首 長 を含 む,500人 以 上 の聴 衆 を集 め る まで に成 長

した[VP　 11/8/1962]。 しか し1963年 選 挙 に お い て,結 局,西 部 民 主 党 は敗 北 を喫 し,解 散 され

た。 対 立 候 補 は,植 民 地 行 政 に確 た る位 置 を 占 め,さ らに は フ ィジ ー 東 部 の 大 首 長 で もあ っ た

ラ トゥ ・ペ ナ イ ァ で,彼 に は歯 が 立 た な か っ た[Meller　 and　Anthony　 1968;Lal　 1992:186-193]。

　 こ の時 期 以 降,ラ マ タ ウ の足 取 りは つ か み が た い 。 ラマ タ ウの 近 親 者 の 話 に よれ ば,バ 地 方

で ラ ミの 人 た ち と合 流 して い た 時 期 も あ っ た が,し ば ら くす る と自分 の 土 地 を 人 に貸 し出 して

手 に 入 れ た 資 金 を元 手 にニ ュ ー ジ ー ラ ン ドへ 渡 航 し,最 終 的 に は オ ー ス トラ リア で 市 民 権 を得

て,そ こで 生 活 を送 って い た 。 ラマ タ ウの 晩 年 は 必 ず し も恵 まれ て い な か っ た よ うで あ る。 ブ

ラ ・タ レで う ち立 て た 原 理 に 変 わ らぬ 信 念 を も ち なが ら も,病 魔 に健 康 をむ しば まれ,彼 の 子
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供3人 をフィジーか ら呼び寄せ身辺の世話をさせていた晩年であった。

4　 ラミの追放

4-1　 地域社会での軋礫

　 さて,ラ マタウは西部民主党の活動に忙殺 されてい くなか,ブ ラ ・タレの人々も近隣社会 と

の対応に追われていた。第三章で述べたようにラミと組織名 を変更 しイメージ転換をはかった

ブラ ・タレであったが,周 辺地域社会 との関係改善の兆 しはみられなかった。端的に彼 らの特

異な活動及び理念が,受 け入れられて行 くことは困難であったのである。

　 ラミの人たちは,さ らにソ リ・二・ヤサナ(soli　ni　yasana)と 呼ばれる税金の未払い問題 をめ

ぐって政府 との衝突にまきこまれることとなった。当時 フィジー人は各人の出身地方(yasana)

ごとに割 り振 られたソリ・二 ・ヤサナとよばれる税金の一種 を支払 う義務があった[Roth　 1973:

150-163]。 この時点ではラミと改名 していたブラ・タレは,こ のソリ・二・ヤサナを支払 う義務

を怠っていたのであった。

　税金滞納を口実 として,こ れまでの感情的な しこりもあったのであろう,地 区議会(Tikina

Counci1)は,ラ ミの人々に トゴヴェレ村からの立ち退 き決議 を下 した。1962年8月24日 には ト

ゴヴェレへ とブ リ・ズヴ(Buli　Cuvu)と 警察が,昨 年度の巡行に続 き,視 察のため派遣された。

トゴヴェレか ら海へ向かって徒歩1時 聞ほどの距離にあるヴ ォウアという町に駐在 していた彼

らは,1962年8月22日 に開かれたこの地区議会(Tikina　 Counci1)の 決議 を受け,ラ ミに対 して

1週 間以内の立ち退 きを勧告 した[VP　 9/13/1962]。

　 しか し,こ の勧告はたんなる通知にとどまらなかった。 この視察 には近隣村落のヴォウアの

人々も随行 していたようで,彼 らがラミの人々を手ひどく扱ったのであった。 トゴヴェレ村が

位置する土地はヴォウアの所有地に当た り,ヴ ォウアの人々は地主 としてこの 自己の所有地に

て生活 していた彼 らにとっての 「奇妙な集団」に対処 したと思われる。

　ラミの リーダー,エ モシは感情 もあらわに,彼 の視点から見 た事件の有様 を書 き記 している。

「(警察たちは)村 の掟 を破 りt家 々に入 り込み,そ の うえ屋 内の家具を放 り投げた。い くつか

の家具は破損 し,い くつかは失われた。近辺にいた男の人をつか まえ,す でに放棄 してあった

品々の上へと強 く放 り出 した。彼 らは殴 られ,道 まで押 し出 された」[VP　9/6/1962]。 さらに部

屋に入り込んだ若者のなかには,そ こにいた女性を目にして 「こいつは俺の ものだ,俺 の女に

してやる」[ibid.]と 狼籍をはた らいたと言うのだ。

　さらにヴォウアの村人に襲撃事件 もさめやらぬ うちに,ブ ラ ・タレの人々はセモ村の人々か

らの襲撃 を受けた。著者が トゴヴェレやセモの村人から話を聞いたところ,ト ゴヴェレ村が管

理 していた牛 を縛る縄が切れて,近 隣に位置 したセモの村の畑 を荒 らしたことが原因であると

語る者 もいるが,正 確なことは現在では分からない。今回の襲撃では,前 回以上の肉体的暴力
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がふるわれたとされる。元ラミのメンバーである老人は,「この ときの襲撃で前歯がすべてな く

なった」 と,す べて抜 け落ちた前歯の跡 をみせて くれた。ブラ ・タレ時代の活動に積極的に関

わっていた別の老人 は 「フィジーが武器を所持できる国だった ら我々は民族虐殺(genocide)

されていた」 とその際の経験を語 る。女性 に対 して暴力が振 るわれた形跡はない。 しか し,ト

ゴヴェレの村人,現 及び元 ラミのメンバーは,誰 もが口を揃えて村 中が流血で覆われた様 を,

真に迫って説明する。一方で,セ モの老人には,我 々こそが馬 にまたが り共産主義者 を征伐 し

たと,い まに至るも息巻 く人 もいる。

　地方政府から追放宣言 を言い渡 され,ま た周辺村落から襲撃 を受けたラミは,ト ゴヴェレ村

から引き下がらざるを得な くなった。 ラミ集団の人々は,あ らたな生活の場所 を探求 し始める。

候補地として考えられた場所 は,す でにこれ までの商業活動の過程で簡易売 り場 を設置 してい

たラキラキ(Rakiraki),タ ヴア,バ,ラ ウ トカ,ナ ヴア(Navua)な どのヴィティレヴ島西部

の諸都市が検討 された うえで,バ に決定された[Naivolasiga　 1970]。

　いったんバを居住地 とす ることが決定され ると,ラ ミの人々はナヴア及びナンロガの各地 に

あった生活場所をいったん畳み,バ 地方市場の近 くにあるヴァランドリ(Varadoli)に 借家を

求め,そ こでの生活 を始めた。 このバへの移動の時点でラ ミは多 くの脱落者を生み出 し,最 大

時1000人 ほどいたとされるメンバーは300～400人 あたりまで減少 した。その後,1964年 あた り

に同じくバ地方の川 を挟んで市場の向かいに位置するヤラレヴ(Yalalevu)へ と居住地を移動

させた。現在 に至るもバで一時期の勢いはな くしなが らも細々 とした活動を続けている[ibid.]。

5　 最後 に 生活改善の困難 そ して恐怖 としての共産主義

　本稿ではフィジーにおいて,お そらく最初で最後の共産主義騒動を巻 き起 こした協同組合ブ

ラ ・タレが,活 動を開始 した1960年 代 当時どの ように扱われたかを記述,考 察 してきた。出身

村から追放 されるに至 ったブラ ・タレのこうむった災難を瞥見 してみてわかるのは,伝 統のラ

ディカルな改変が地域社会 に受け入れ られることの困難 と共産主義 というイメージに対す る政

府 と周辺社会の極端な忌避である。

　周辺地域社会に忌避 された理由は,ブ ラ ・タレの実践,こ とに 「伝統」 を改変 していこうと

する方向性にあったと思われる。彼 らが行 った様々な実践のなかで も,婚 姻,葬 儀 といった諸

慣習の簡略化,廃 止 とは,具 体的には近隣社会 との相互の贈与交換の停止 を意味 した。そのた

め,歴 史的に親族やモノの交換のネッ トワークでつながれていた近隣社会にとって,ブ ラ ・タ

レの行動は日常的な関係 を断絶す るに等 しかったといえる。 また,ラ マタウ自身の釈明にもか

かわらず,安 息日にまで労働するという行為は,宗 教が依然強い影響力を保持するフィジーに

おいて反宗教的活動 として受け取 られるに充分であった。

　一方,政 府側がブラ ・タレに示 したスタンスは理解 しやすい。当時のフィジー人は,間 接統
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治枠 内の諸規則で縛 られた生活をしていた。この規則は,序 説で触れたようにフィジー東部の

「伝統的」社会制度をモデル として形成 されていた。そのため,プ ラ ・タレの 自主的な教育活

動や税金の未納 という行為は,単 純な法的違反 という以上に,政 府側にフィジー東部社会 に対

す るフィジー西部の側の反発 ともとられかねなかったのだ。 また実際に,後 にラマタウが形成

に参加 した党は,西 部フィジーへの思いを込めた西部民主党であったことを考慮すると,ブ ラ・

タレの活動が反フィジー東部的な側面 を惹起すると読み込む ことはあながち的はずれではない

であろう。

　 また,プ ラ ・タレの活動 していた時期,フ ィジーという地政学的な場所 も,プ ラ ・タレがた

どった運命に決定的な意味をもっていたと思われる。つまり,当 時はオセアニアに限らず第二

次大戦後 ファシズムに対す る恐怖感が薄れていくなか,「もし貧 しい国々が貧困から救い出され

ないのであれば,こ うした国が共産主義へとなだれ込む」 という 「共産主義に対す る恐怖心」

[Escobar　1995:34]が,覇 権国家のなかに存在 していた時期であった。フィジーにおいて も,1963

年の総選挙か ら自治政府の確立 さらに憲法制定 と,独 立へ向けた国家の土台が固められてい く

政治的要の時期に当たっていた。 さらにフィジーには大英帝国のオセアニア島喚地域における

政治的拠点の一つであった。

　ラマタウは共産主義 とい う言葉 を,お そらく,各 種メデ ィアや盟友の労働組合指導者ムハン

マ ド・トラなどから耳にして借用 したと思われる。 しか し,こ の言葉はかかるイデオロギー的

に不安定な時期に,南 太平洋島喚国内での大英帝国の政治的要地で発せ られるには,政 治的含

意があまりに強す ぎたのである。

　 しかし,よ りよき生活を成 し遂げるためには伝統の改変が必要であるとい う意見 自体 は何 も

突飛な見解ではない。現代で も平均的なフィジー人からよく耳 にする言葉である。そうである

以上,ブ ラ・タレの起 こした騒動 というのは,「彼 ら」だけの問題ではな く,現 代のフィジーへ

と連なる問題で もあるのだ。

注

(1)後 述 す る ラ ミ時代 につ いて は,や は り少 ない ものの ヤ ング[Young　 1992]の 研 究 があ る。また,

　春 日[春 日2001:339-340]に も言及 され てい る。

(2)な お 本稿 では ラマ タ ウをプ ラ ・タ レの指導 者 と して記述 して い るが,実 際 の指 導 者 はキチ ョー

　 ネ ・トクラ(Kitione　 Tokula>で,ラ マ タ ウはむ しろス ポー クスマ ン的 な役 割 であ った。 しか し ト

　 ク ラがメ デ ィアや外 部社 会 との交 渉 か ら完全 に身 を引 いて いた ため,若 干名 を除 き トク ラの存在 を

　 知 る者 はい なか った。 その ため 多 くの報道,研 究 で ラマ タウが指 導 者 とされ て きた。 キチ ョー ネ ・

　 トクラ に言及 して い る研 究 にはナ イ ヴ ォラ シガ[Naivolasiga　 1970],ヤ ング[Young　 1992]が あ る。

(3)　 タ ンブア とは鯨 の歯 で で きた交換 材 。

(4)カ ヴ ァ とはフ ィジー語 で ヤ ンゴナ(Yaqona)と 呼 ば れ る胡椒 科 の植 物 の根 か ら作 られ た飲 み

　物 。

(5)ブ ラ ・タ レの活 動 内容 の詳細 につ いて は別 稿 を準備 中 で あ る。

(6)ブ ラ ・タ レに関 す る情 報 は,2002年 に行 われ た フ ィジー,ナ ン ロガ ・ナ ヴ ォサ地 方及 びバ地 方
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　で行 わ れた フ ィー ル ド調 査 に基 づ くもの で あ る。 その後,探 し当てた新 聞資 料 も活用 されて い る。

論 中で は煩 項 に な るこ とを避 け,略 号で新 聞等 々の 出所 を示 す こ とに した。The　 Fiji　TimesはFT,

　 Vakalelewa　 ni　PasifikaはVPそ して,　Pacific　Islands　MonthlyはPIMと した。[FT　 5/1/2003]と

　い うの はフ ィジー ・タイム ズの2003年5月1日 付 けの記 事 とい うこ とで あ る。

(7)当 時 フ ィ ジー の行政 単位 は上 か らヤサ ナ(Yasana),テ ィキナ(Tikina),コ ロ(Koro)の 順 に

階層化 されて お り,各 担 当役 人 はそ れぞ れ ロ コ(Roko)あ るい は ロコ ・トゥイ(Roko　 Tui),ブ リ

　 (Buli),村 役(Turaga　 ni　koro)と 呼称 され てい た[Roth　 1973:144]。

(8)　 なお,ラ マ タ ウは社会 主義 を,や は り素 朴 かつ不 明 瞭 に,次 の よ うに定義 して い る。「社会 主 義:

個 人 的 自由は共 同体 の利益 に完全 に従属 され るべ きで あ る との原理,正 し くあ るい は誤 って そこか

　 ら引 き出 され るで あろ うあ らゆ る演 繹 に よって,競 合 的生産 の代 わ りと して の協 同組合,土 地 と資

本 の 国家 に よる所 有,生 産 物 の国 に よ る配分,無 償 の教 育 と子供 の養 育,相 続 の廃 止,日 常生活 の

　なか に キ リス ト教 的教 え を当て はめ る試み 」[FT　 9/2/1961]。 　 　 … 　

(g)　 この文 章 の原文 は次 の よ うで あ る。"Na　 inaki　ni　cavu　yava　ogO　me　sereki　na　tamata　mai　na

　icolacola　ni　vuravura　 makawa.　 E　sega　ni　vinakata　me　vukei　ena　ilavo　se　iyau　kei　vuravura.　 Na

ッπ!oωαZ6　g紘 盟E　D・4刀 ω1玩47}4　 EN4　 VEILOMANI."[VP　 8/31/1961]こ こに大文 字 で書 かれ

てい る台詞 は,私 が調 査 中,ラ ミを脱退 した メ ンバ ー か らさ え も,世 の あ るべ き形 と して,し き り

　に耳 に した言葉 で あ る。

(10)た とえば私見 の及 ぶ範 囲 だ と,ダ クの 他 に も西 部 フ ィジー を中心 にフ ィジー全 土 で展 開 したア

　ポ ロ シ ・ナ ワ イ の ヴ ィテ ィ ・カ ンバ ニ 運 動 は著 名 で あ る。 そ の他 に も,ラ 地 方 の ナ テ ワ ・ベ イ

　(Natewa　 Bay)で の運動 や タイ レヴ,ザ ウ タタ(Cautata)で の活動 な どが知 られ てい る[Spate

1959:78]。 さ らに,ナ ンデ ィ高地 の ヴナ モ リ(Vunamoli)に は ケ レケ レタ ンプ ア(Kelekeletabua)

　 とい う文 字通 リカー ゴカル ト的 な運 動が 存在 した し,同 じ くラ地 方及 びプ ァ(Bua)地 方 に もサ イ

ル シ ・ナ ンボ ギ ンボギ(Sairusi　 Nabogibogi)に よる救 世 主 の会(Soqosoqo　 ni　Mesaia)と い う運 動

　が あ った。

(11)別 の 情 報 で は トゴ ヴ ェ レ,エ ム リ,カ ン ビ シ の3村 落 が 訪 問 さ れ た と さ れ て い る[VP

9/14/1961]。 ヴ ァガ ンラが他 の3村 か ら大 き く離 れ て い るこ と,同 村 の交 通の便 の 悪 さ を考 え る と

　こち らの 方 が もっ と もら しい。

(12)　 4人 とは,西 部の 長官 ヒル(J.A.　 C.　Hill),地 域 役人 ヒュー ス(C.　A.　A.　Hughs),ロ コ・トゥイ ・

ナ ンロガ とい う政 府 の役職 を担 い,彼 自身 ナ ン ロガ ・ナ ヴ ォサ地 方 の大 首 長の 家系 に も属 して いた

ラ トゥ ・ワケサ ・ヴ ォサ イ ラギ(Ratu　 Wakesa　 Vosailagi),及 び ラ トゥ ・モセセ ・ヴ ァラ シケ テ ・

　 トゥイサ ワウ(Ratu　 Mosese　 Varasikete　 Tuisawau)で あ った[FT　 9/8/1961]。

(13)　 ロコ につ いて は註 の(7)を 参 照 の こ と。

(14)実 質 的 リー ダー,キ チ ョーネ ・トク ラの息子 の 名前 が ラ ミであ り,そ こか ら とられ た とい う者

　 もい る。

(15)本 稿 で は,引 用 箇所 の表記 に従 いマ レ リ リリ ・ライ ンベ(Malelilili　 Raibe)と 記 した。 文脈 か

　 らラル[Lal　 1992:194]に 登 場 す るマ レレイ ・ライ ンベ(Malelei　 Raibe)と 同 人物 の可 能性 も考 え

　られ るが,両 人物 の関係 を判 断 す る材 料 を現 時点 で筆 者 は持 ち合 わせ て いな い。
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